
●３選挙区でのやり直し・補欠選挙により、連立与党は５分の３絶対多数を超える８７議席となり、社会民主党
が第一党としての地位を強めた。

●グリボウスカイテ大統領の欧州理事会出席やリンケビチュウス外相のＥＵ関連会合出席が相次いだ他、近
隣諸国訪問等の外交活動が精力的に実施され、ＥＵ議長国就任準備が加速化している。

●ビサギナス原発計画に関し、断念しないが性急には進めないとのブトケビチュウス首相の発言もあり、エネ
ルギー戦略見直しの方向性はまだ見えず。作業部会の検討も、当初の予定より遅れている模様。

【１日】ビリニュス裁判所は、検察からの労働党と正義
と秩序党の合併を停止する要請を却下し、また労働
党からの同党不正経理裁判担当検事を交代させる
提案も却下。

【１２日】国防省は、政府が２０１６年までに国防予算
をＧＤＰ比１％まで増額することにコミットするよう要
請。

【１３日】憲法裁判所は、大統領の諮問に対し、憲法
が改正されない限り、１９９０年３月１１日以降の移民
者には、二重国籍は認められないとの判断を示し
た。

【１８日】デグティエネ国会副議長は、祖国同盟党首
選に立候補しないと表明。同党首選にはクビリウス
党首、スタンディス副党首、ランズベルギス欧州議
員、アンドリキエネ欧州議員等が出馬予定。

【１８日】ウスパスキフ労働党党首は同党の不正経理
に関する法廷審問を３度病欠し、ビリニュス裁判所は
同党首の審理を他党員の審理と分けて扱うことを決
定。

【２１日】ブトケビチュウス首相は政権１００日目の国
会演説で、政府の優先事項を移民流出削減、雇用創
出、エネルギー、住宅の暖房改修と説明。

【２３日】世論調査で、グリボウスカイテ大統領及びブ
トケビチュウス首相の支持率は上昇。社会民主党の
支持も上昇傾向を維持。

【２６日】ロシア友好議連のメンバーが決まり、会長に
はウスパスキフ労働党党首が就任。

【２日】自由中央同盟は党大会を開催し、メリアナス
前内務大臣を党首に選出。リベラル・ムーブメント又
はズオカス・ビリニュス市長の「Ｔａｉｐ」党との合併を呼
び掛けることも決定。

【３日及び１７日（決選投票）】３選挙区でやり直し・補
欠選挙が実施され、社会民主党２人、秩序と正義党
１人が選出。これにより定足１４１が満たされ、連立与
党８７議席、野党合計５４議席となった。

【１０日】春季国会が召集。会期は６月３０日まで。

【１１日】独立回復記念式典が開催され、外国賓客と
してヘイナルオマ・フィンランド国会議長及びグジェ
シュチャク・ポーランド国会副議長が出席。ビリニュス
市は中心部での愛国主義者によるデモ行進を許可し
なかったが、国家青年同盟は無許可の行進を実施。
ブトケビチュウス首相及び大統領顧問は、市中心部
での行進を禁止すべきではないと発言。

【１日】モルドバを訪問中のリンケビチュウス外相は
ティモフティ大統領、フィラト首相、レアンカ副首相兼
外務欧州統合相、ルプ国会議長他と会談し、同国の
国家戦略目標（欧州統合、改革実施）達成に向けた
努力を要請すると共に、モルドバのＥＵ統合支援を表
明。

【１日】ビタウタス・マグヌス大学は、東欧地域で初の
「台湾センター」を開設。
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【４～７日】リンケビチュウス外相は、グルジア、アゼ
ルバイジャン及びアルメニアを歴訪し、多国大統領や
外相との会談で東方パートナーシップ首脳会合につ
いて説明すると共に、各国の欧州統合に対する支持
を表明。

【５日】ビリニュスでリトアニア・ポーランド安全保障政
策協議が開催され、ＮＡＴＯでの協力、軍備管理及び
不拡散、原子力及びエネルギー安全保障を協議。

【１８、１９日】米国のミサイル防衛システムの変更声
明に関し、グリボウスカイテ大統領及びオレカス国防
大臣は、同決定による欧州の安全保障への影響は
ないとコメント。

【１９日】リンケビチュウス外相はブリュッセルでアシュ
トンＥＵ外務・安全保障政策上級代表と会談し、ＥＵ議
長国期間中に欧州対外活動庁と効果的な協力を行う
と発言。

【１９日】当地訪問中のバートラム・デンマーク国防司
令官は、オレカス国防相及びポチウス軍司令官他と
会談。４月のヘケロップ国防相の来訪についても協
議。

【１９～２０日】リンケビチュウス外相はブリュッセルで
デ・ヒュフト貿易担当欧州委員他と会談し、ＥＵ議長国
期間中に日本及び米国とのＦＴＡ交渉に格段の関心
を払うと発言。

【１５～１７日】リンケビチュウス外相はブリュッセル・
フォーラムへ出席し、リトアニアのＥＵ議長国、東方
パートナーシップ、ＥＵ拡大について協議。

【１６日】国会でナゴルノ・カラバフ友好議連が創設さ
れたことに対し、アゼルバイジャン国会は当国アゼル
バイジャン友好議連会長に対しその廃止を働きかけ
るよう要請し、外交ルートでも抗議の口上書を手交。

【２０日】シコルスキ・ポーランド外相は、リトアニアの
ポーランド系少数民族問題の解決は両国協力プロ
ジェクトの推進に資すると発言。リンケビチュウス外
相は２つの問題はリンクしないとコメント。

【２２日】リンケビチュウス外相はダブリンでのＥＵ非公
式外相会合に出席し、シリア情勢や緊急時の対応、
民主化、紛争防止におけるＥＵと地域機関の協力に
ついて協議。

【２５～２７日】リンケビチュウス外相はニューヨークを
訪問し潘基文国連事務総長と会談した他、２０１４～
１５年の安保理非常任理事国選挙への支持要請活
動を実施。

【２８日】グリボウスカイテ大統領は当地訪問中のス
ウィング国際移住機関（ＩＯＭ）事務局長と会談。リトア
ニアが外交使節を持たない国におけるＩＯＭとの協力
覚書が署名。

【２９日】ＮＡＴＯ領空監視ミッションはバルト海上空を
飛空するロシアの軍用機２機を護送。

【２９日】グリボウスカイテ大統領及びオレカス国防相
は、リトアニアのＮＡＴＯ加盟９周年に当たり、当国の
安全保障は強化された、新たな課題に貢献していくと
の声明を発出。

【１３日】リンケビチュウス外相はエストニアを訪問し、
イルヴェス大統領、アンシプ首相、パエト外相と会談
を行い、リトアニアのＥＵ議長国、ユーロ導入、エネル
ギー等について協議した。

【１４日】グリボウスカイテ大統領はフランシスコ新法
王の選出に対する祝辞を発出。１８～１９日、大統領
は新法王就任式出席のためバチカンを訪問。

【１５日】グリボウスカイテ大統領は欧州理事会に出
席し、ＥＵはロシアと対等な条件で包括的かつ法的強
制力ある合意を目指すことが重要、エネルギー分野
での協力は開放性と透明性が不可欠と発言。

【６日】当地訪問中のリンデン・カール大帝賞委員長
及びフィリップ・アーヘン市長はグリボウスカイテ大統
領（カール大帝賞受賞が決定）と会談し、同大統領が
欧州の結束を強化し経済試練の克服に貢献したと高
く評価。

【６～７日】当地訪問中のウェーカー独軍司令官はオ
レカス国防相及びポチウス軍司令官と会談し、オレカ
ス国防相は両国の防衛協力を高く評価。

【１１日】リンケビチュウス外相は、ＥＵ外相理事会等
に出席し、ロシアとの戦略的パートナーシップ構築は
ロシアの行動に対応して進めるべきと強調。

【１２～１８日】マリのＥＵ訓練ミッションに参加する２名
のリトアニア要員が、フィンランドでの北欧軍事訓練
教官チームの事前訓練に参加。２４日、同要員２名は
マリへ到着。
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【２２日】統計局は２０１２年の移民に関する統計を発
表し、移民流出が流入を上回る一方、２０１０年以降
流出移民は減少し帰国者が増加していると分析。主
な移民先は英国、アイルランド、独、ノルウェー。

【２９日】ＩＭＦはリトアニアの今年の経済成長率は３％
に下がるが、依然としてＥＵ内で高い成長率となる、
輸出の鈍化が主な要因であり、当国製造業の能力利
用率の改善は進んでいると分析。

【１日】マシューリス・クライペダ石油社長は、建設中
のＬＮＧターミナルへの国内外企業や政府からの関
心が高まっていると発言。

【２５日】シャジュウス財務大臣は、２０１５年のユーロ
導入に関する作業部会は４月中旬に提案を提出し、
政府は７月までに承認すると述べた。

【２６日】フィンランド系Pohjola銀行が当地で銀行業務
を開始。

【２７日】統計局は、２０１２年の新規企業登録数は前
年比４３．１％増加し、その約半分は太陽光発電関連
企業であったと発表。

【２８日】ビリニュスでバルト３国財務大臣会合が開催
され、ユーロ圏問題、バルト地域の経済情勢、リトア
ニアＥＵ議長国時の優先事項、ＥＵ構造基金につい
て協議された。

【１日】個人破産法が施行され、２万５千リタス以上の
負債を抱える者は自己破産申告が可能となった。

【１１日】リンケビチュウス外相はＥＵ総務理事会で、
財政安定と経済成長の実現にはＥＵが今まで合意し
た措置の実施が重要と発言。

【１４日】グリボウスカイテ大統領は欧州理事会で、経
済成長促進政策及び失業対策の実施が重要であ
り、緊縮財政か経済成長かの議論は時代遅れと発
言。

【１８日】欧州統計局は、リトアニアは２０１２年の年間
輸出増加量（前年比１４％増）でＥＵ内３位、輸入増加
量（前年比１０％増）では２位と発表。

【７日】当地紙とのインタビューで、ブトケビチュウス首
相は、原子力エネルギーそのものは支持するが、現
在のビサギナス原発計画には反対とコメント。同首相
は、１２日の野党祖国同盟との会合でカリニングラー
ド原発には参加しないと述べ、１９日には露ビジネス
誌とのインタビューで、ビサギナス原発は断念しない
が性急には進めない、カリニングラード及びベラルー
シ原発には不参加と発言。

【１２日】ネベロビッチ・エネルギー大臣は、ロンドンで
の原子力の持続可能な将来に関する非公式閣僚会
合に出席。

【２０日】国会環境委員会は、シェールガス採掘に関
する公共入札を必要な法改正が終了するまで停止す
べきと提案。２１日にはブトケビチュウス首相は、法改
正の終了後、５月までには米シェブロン社とのシェー
ルガス採掘に関する合意に署名できる見込と発言。

【２５日】新任のマッカーシー当地米国大使は、ネベロ
ビッチ・エネルギー大臣との会談で、エネルギー市場
自由化に対する米国の支援を表明。

【２８日】ネベロビッチ・エネルギー大臣は、ロスアトム
社からクルオニス水力発電所からの電力の増設と引
き替えにカリニングラード原発株式の２５％を得ると
の提案を受けたとの野党の憶測を否定。

【５日】シコルスキ・ポーランド外相が当地誌とのイン
タビューで、リトアニアはＬＮＧターミナル建設とポーラ
ンドとのガスパイプラインとの両立は困難であり、どち
らかを選択すべきと述べたのに対し、ブトケビチュウ
ス首相及びウドレナス大統領補佐官はこの発言に苦
言を呈した。

【５日】メルテン・ロスアトム海外事業社副社長は当地
誌とのインタビューで、カリニングラード原発及びイグ
ナリナ原発廃炉に関し、当国と透明性と責任がある
協力関係を築きたいとコメント。

【６日】ネベロビッチ・エネルギー大臣はブリュッセル
で、エストニア、ラトビア、フィンランドのエネルギー大
臣及びポーランド代表と共にエッティンガー・エネル
ギー担当欧州委員と会談し、ガス関連インフラの整
備等につき協議。
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　記載事項は在リトアニア日本大使館の見解を示すものではなく、特定の団体・個人の利益を代表するもので
はありません。

　　この資料は、リトアニアの政治・経済情勢を中心に各種報道、発表をとりまとめたものですので、記載事項
の信憑性まで確認したものではありません。

【１４日】当館はビリニュス市内ジュベリノ高校で、リト
アニア人講師による生け花デモンストレーション・
ワークショップを中心とした教育広報事業を実施。６６
名が参加した。

【２０日】国防省は、アフガニスタン・ゴール県での日
本の草の根無償資金協力案件署名式に関するプレ
スリリースを発出。

【２１日】白石大使はビタウタス・マグヌス大学で「第二
次世界大戦後の日本外交」と題する講演を実施し、
同学政治外交学部の学生等約３０名が出席。

【２７日】白石大使公邸において、帰国留学生との交
流会を実施し、バイツクス帰国留学生会会長を始め
約３０名が参加。

【７～８日】内田和成・早稲田大学教授は、ビリニュス
及びカウナスの大学で日本の企業に関する講演会を
実施し、多くの出席者から活発な質疑を受けた。

【１２日】外務省で東日本大震災２周年関連行事とし
て日本人写真家・濱田英明氏の写真展開会式が開
催。約６０人が出席し、白石大使及びゲルマナス外務
副大臣が挨拶を行った。本写真展は、今後各都市を
巡回予定。

【１０～１５日】アウシュトレビチュウス国会副議長及
びバルブオリス外務省環大西洋協力・安全保障政策
局長は、日・バルトセミナー出席のため訪日。アウ
シュトレビチュウス副議長は、１２日に山崎参議院副
議長、１３日に中曽根日リトアニア友好議員連盟会長
と会談した。
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